




大分大学大学院工学研究科博士前期課程アドミッション・ポリシー
基本理念
質の高い特色ある教育と研究を通じて，世界に通用する科学技術を創造し，もって地域に貢献するととも
に，豊かな創造性，社会性及び人間性を備えた人材を育成することです。

教育・研究の目標
学生の立場にたった教育体制のもとで，自らの課題を探求する高い学習意欲と柔軟な思考力を有し，国際
基準を満たすゆるぎない基礎学力と高度の専門知識を備えるとともに，豊かな人間性と高い倫理観を有する
人材を養成することです。

求める学生像
工学研究科博士前期課程では，環境や社会に対する影響も予見しながら自然との共生や，真に人類に役立
つ技術とは何かを自ら考え，先進的科学技術によって人類福祉に貢献する意欲をもち将来への可能性を秘め
ている人を求めています。
以上の観点と本学の求める学生像から，具体的には，次のような人を求めています。
１．工学の分野に強い関心があり，深い専門知識と高度の技術を身につけることをめざしている人
２．新しい課題を自ら見いだす着想力をもち，問題の解決に際しては計画的に調査や研究を行うことので
きる強い意志をもっている人

３．国際的な視野を有し，国際的に通用する能力や技術の獲得をめざしている人
４．地球規模での課題に問題意識をもち，それらの課題と技術との融合について関心をもっている人

特に，各専攻では，次のような人を求めています。
〈機械・エネルギーシステム工学専攻〉
本専攻は，機械に関する基礎技術と利用技術，メカトロニクス，ロボティクスなどの制御の分野，新エ
ネルギー，エネルギーの有効利用に関する技術開発および利用技術に重点を置く，機械工学・電気工学の
総合的な教育と研究を行います。
以上のような教育理念に基づき，本専攻では次のような人を求めています。
１．数学及び物理に関する基礎学力を備え，国語及び英語に関する基礎的な語学力も有し，自分の意見
を論理的に説明できる人

２．自ら問題を見いだし，計画的にその解決をめざすことができるリーダーシップと行動力をもってい
る人

３．ものづくりに興味があり，そのために必要な深い専門知識を身につけて創造的な技術者や研究者と
なることをめざし，それによって人のために役立ちたいという強い意志をもっている人

４．地球規模での課題に問題意識をもち，それらの課題と技術との融合について関心をもっている人
〈電気電子工学専攻〉
本専攻は，電気，電子，情報，通信等に代表される電気電子工学の広範な分野の中で，社会や環境に対
する影響も予見しながら，人類の幸福・福祉に役立つ技術とは何かを積極的に考え，技術の発展や学問の
進展に貢献することのできる人材の育成を目的にしています。
以上のような観点から，本専攻は次のような人を求めています。
１．学部での基礎・専門科目の内容をよく理解して，最先端レベルでの電気電子工学の専門科目を学ぶ
ために十分な能力をもっている人
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２．様々な学問分野に関心があり，その基礎や応用について自ら学び理解しようという知的好奇心を
もっている人

３．柔軟な着想力をもち，何事にも積極的にチャレンジする行動力をもっている人
〈知能情報システム工学専攻〉
情報は現代の人間社会を構成する最も重要な要素であり，これを取り扱う技術が社会を左右することは
既に明白な事実となっています。このような社会において，より高度で知的なＩＴ（情報技術）の開発，
普及が社会を発展させる源になると考えられます。
本専攻では，人の知を拡大する新世代知的ＩＴ革命の担い手となる国際的技術者・研究者を育てるとい
う教育理念に基づき，次のような人を求めています。
１．基礎から応用までの先端的な情報技術について学習と研究に取り組むことができる基礎的な能力と旺
盛な知的好奇心をもっている人

２．高度情報化社会において，新たな課題を自ら見つけだし，解決することを通じて，地域社会や世界に
貢献したいという高い志をもっている人

３．豊かな感性と表現力・コミュニケーション能力をもち，高度情報化社会の牽引者となることを志して
いる人

〈応用化学専攻〉
私達が将来にわたって地球上で共存し幸福に暮らしていくためには，エネルギー・情報・環境に関して
生じてくる複雑な問題を科学的に解決していかなければなりません。化学は物質の存在形態と変化の本質
を明らかにしようとする学問ですから，種々の課題の解決における化学の知識と技術の重要性は，新しく
形を変えつつますます大きくなってきています。
本専攻は，私達の生産活動，毎日の生活や自然現象を化学的な立場から自ら進んで考え，化学技術に
よって人類福祉に貢献することのできる技術者，研究者の養成を目標にしています。
応用化学専攻の教職員は，一生懸命自分を高めようと頑張る学生諸君を力いっぱい支援します。
以上の観点から，本専攻では次のような人を求めています。
１．自然界や人間社会，産業社会のさまざまな状況について高い問題意識をもち，化学的観点から解決
しようとする意欲をもっている人

２．化学的現象について興味をもち，工学的立場から解明しようとする意欲をもっている人
３．化学，物理，数学などについて専門分野を学ぶために必要となる基礎学力をもっている人
４．英語，国語の基礎的語学能力をもとに，与えられた課題について論理的かつ柔軟な発想で考察し，
発表することができる人

５．化学に関連する各種専門分野について，高度な知識や能力を身に付け，技術者・研究者として活躍
する強い意志をもっている人

〈建設工学専攻〉
本専攻は持続可能（サスティナブル）な生活環境を構想し，これを維持・発展させながら，より安全で
安心して暮らせる社会を，建築学の立場から構築して行くことを目標としており，以下のような高い意欲
と強い情熱を持つ人を求めています。
１．建築学を構成するそれぞれの専門分野に応じた立場から社会に貢献するため，先端の知識を理解し，
高度な技術力を修得しようとする人

２．建築の技術・機能・社会性・経済性・芸術性を包括的に把握し，総合的な視点から意思伝達のできる
能力を高めようとする人

３．専門知識を研究課題設定に応用し，研究遂行において生じる問題点を克服する解決能力を身につけ，
得られた知見を論理的に記述・伝達する能力を養おうとする人
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〈福祉環境工学専攻〉
本専攻はすべての人が幸福を感じられる高度福祉社会を，工学的側面から実現するための研究開発と人
材養成を行うことを理念にしています。本専攻ではこのような目標に向かって努力できる人を求めていま
す。
・建築コース
住環境向上の側面から高度な福祉社会実現を構想し，安全で安心して暮らせる社会を具現化して行く
ことを目標としており，以下のような高い意欲と強い情熱を持つ人を求めています。
１．福祉環境構築のためのそれぞれの専門分野から社会に貢献するため，先端の知識を理解し，高度な
技術力を修得しようとする人

２．生活環境向上のための工学技術を社会性・経済性・芸術性などから包括的に把握し，総合的な視点
から意思伝達のできる能力を高めようとする人

３．専門知識を研究課題設定に応用し，研究遂行において生じる問題点を克服する解決能力を身につけ，
得られた知見を論理的に記述・伝達する能力を養おうとする人

・メカトロニクスコース
メカトロニクスとは，電気電子工学，機械工学，制御工学，情報工学等の基盤技術を統合して扱う工
学です。本コースでは，すべての人々にとって生活の質の高い社会を実現するための工学を「福祉工
学」と位置づけ，その実現のためにメカトロニクス技術を利用することを考えています。このような技
術による装置は，今まで人にしかできなかった作業を可能にしたり，機能の障がいを持った人を支援し
たりすることに役立てられます。
本コースでは，メカトロニクス技術を通じて社会のニーズに貢献する高度な技術者・研究者の育成を
目標とし，次のような人材を求めています。
１．研究・開発能力を培うのに必要な電気・電子工学又は機械・制御工学を主とした専門基礎学力を有
する人

２．自ら課題を見つけだし，その解決に意欲を有し，研究に主体的に取り組む人
３．人の生活の質の向上を目指す「福祉工学」分野の研究や技術開発を通して，社会に貢献したい人
４．機械工学・電気電子工学・生体工学・人間工学などの幅広い分野を含めた「福祉」を目的とした学
際的工学分野に興味がある人

入学者選抜の基本方針
本研究科では，前述の「求める学生像」にふさわしい学生を選抜するため，一般入試のほか社会人入試及
び外国人留学生入試を実施し，学生を選考します。
・一般入試（口述型・筆記型）
口述型では，学部での成績が極めて優秀である者か，あるいは，志望する専門分野に関する十分な基
礎能力を持つ者として出身大学等により推薦された者に対して，専門基礎学力に関する口述試験による
学力検査及び出願書類審査を総合して判定します。
筆記型では，入学者の選抜は，学力検査（筆記試験及び面接試験）及び出身大学等の成績証明書を総
合して判定します。
・社会人入試
各種の研究機関，企業又は教育機関等で活躍している社会人の研修の継続あるいは自己再教育の場と
して本学大学院工学研究科博士前期課程を開放し，併せて，生涯教育に寄与することを目的としていま
す。入学者の選抜は，書類審査及び面接の結果を総合して判定します。
・外国人留学生入試
入学者の選抜は，学力試験，面接試験及び書類等を総合して判定します。
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大分大学大学院工学研究科博士前期課程ディプロマ・ポリシー
（学位授与の方針）

大分大学大学院工学研究科博士前期課程では，研究科の教育・研究の目標に則り，以下のような資質と能
力を修得し，かつ学位審査基準を満たした学生に修士（工学）を授与する。

１．専門分野における高度な知識・技術を有し，科学技術の進展を見据えながら，自立した技術者として新
たな知識・技術を継続的に修得することができる。
２．専門分野の新たな課題を自ら探求・発見し，問題を俯瞰的かつ多面的に捉えて整理・分析しながら解決
することができる。
３．国際的な観点から科学技術に関する情報を収集・分析し，多様化する科学技術の発展に対応できる能力
と技術を自ら学習・獲得することができる。
４．地球規模で起きている課題を理解し，それらの問題と科学技術との融合に関して技術者の視点から考察
し，人類の発展に主体的に寄与することができる。

〈機械・エネルギーシステム工学専攻〉
機械・エネルギーシステム工学専攻では，博士前期課程を通じて以下の資質と能力を身につけ，所定の授
業科目を履修し，かつ学位審査基準を満たした学生に修士（工学）の学位を授与する。

１．機械やエネルギーに関する高度な知識・専門技術を有し，科学技術の進展に対する世の中のニーズを見
据え，自立した技術者として継続的に知識・技術を修得することができる。
２．ものづくりに常に関心を持ち，技術の発展のために解決すべき問題を自ら見いだし，高い問題解決能力
とリーダーシップを持って計画的にその問題を解決できる。
３．豊かな教養と社会性および国際性を有し，国際的観点から情報を総合的に分析し，多様化する科学技術
のニーズに対応する論理的思考ができる。
４．地球規模で起きている課題を理解し，技術者の視点から考え，常に科学技術の利用価値を見出すことが
できる。

〈電気電子工学専攻〉
本専攻では以下のような資質と能力を身につけ，所定の授業を履修して必要な単位を修得し，かつ修士論
文の審査に合格した学生には，修士（工学）の学位を授与する。

１．電気電子工学全般にわたる広い知識を身につけ，それを活用することができる。
２．電気電子工学の広範な分野の中で，自ら課題を探求し，問題を整理・分析しながら解決する能力が修得
できている。
３．国際的にも活躍できる技術者・社会人として必要な論理的説明能力が修得できている。

〈知能情報システム工学専攻〉
知能情報システム工学専攻では，研究科の教育・研究の目標に則り，以下のような資質と能力を修得し，
かつ学位審査基準を満たした学生に修士（工学）の学位を授与する。

１．専門的な知識と技能・継続性
情報・知能分野の専門知識・技術を有し，技術の進展を見据えながら，自立した情報技術者として新たな
知識・技術を継続的に修得することができる。
２．課題解決能力・問題発見力
専門分野に関する新たな課題を探求・発見し，問題を多面的に捉えて整理・分析し解決することができる。
３．基本的技能・国際性
国内外の専門知識を得るための語学力と情報収集能力をもち，多様化する科学技術の発展に対応できる能
力をもっている。
４．社会との関わり・地球規模の視点
地球規模で起きている課題を理解し，それらを情報技術者の視点から考察して主体的に寄与することがで
きる。
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〈応用化学専攻〉
応用化学専攻では以下の資質と能力を身につけ，所定の授業を履修して必要な単位を修得し，かつ学位審
査基準を満たした学生に修士（工学）の学位を授与する。

１．自然科学の基礎知識と共に，化学および応用化学の高度な専門的知識を身につけている。
２．化学および応用化学に関連する各種専門分野について，技術者・研究者として活躍するための高度な実
験技術を修得している。
３．自然界や人間社会，産業社会のさまざまな状況について高い問題意識をもち，そこで生じる課題に対し
て高度な専門的知識および技術を駆使して，論理的かつ柔軟な発想で分析・考察を行い，解決する能力を
身につけている。また，それらの過程および得られた結果を適切に表現し，発信する能力も身につけてい
る。
４．日本語および英語で表現された専門的情報を的確に理解し，課題解決に活用できる。

〈建設工学専攻〉
下記の知識・能力を習得したものに修士（工学）の学位を授与する。

１．建築学分野の包括的な専門的知識・能力
建築を芸術，技術，文化，社会，法律，経済などの多様な文脈と歴史やライフサイクルなどの時間的展開
のなかで理解し，建築学に関する幅広い専門的知識と総合的かつ体系的な識見をもち，建築と生活環境に
関する企画・設計・生産・維持管理などができる基礎的能力。
２．建築にかかわる特定領域の高度な専門的知識・能力
建築企画，建築設計・計画，都市設計・計画，住居，建築環境，建築設備，建築構造，建築防災，建築材
料，建築生産，建築運用・保全，建築保存・再生などの建築の特定領域に関するより専門的な知識をもち，
それを実務に適用しうる能力。

〈福祉環境工学専攻（建築コース）〉
下記の知識・能力を習得したものに修士（工学）の学位を授与する。

１．福祉環境向上のための包括的な専門的知識・能力
建築学を活かした福祉環境向上のため，芸術，技術，文化，社会，法律，経済などの多様な文脈と歴史や
ライフサイクルなどの時間的展開のなかで工学を理解し，幅広い専門的知識と総合的かつ体系的な識見を
もち，建築と生活環境に関する企画・設計・生産・維持管理などができる基礎的能力。
２．福祉環境にかかわる特定領域の高度な工学的な専門的知識・能力
福祉環境の向上に資するための企画，設計・計画，都市設計・計画，住居，建築環境・設備，建築構造，
建築防災，建築材料，建築生産，建築運用・保全，建築保存・再生などの建築学を中心とした特定領域に
関するより専門的な知識をもち，それを実務に適用しうる能力。

〈福祉環境工学専攻（メカトロニクスコース）〉
研究科の教育・研究の目標に則り，以下の資質と能力を身につけ，学位審査基準を満たした学生に修士
（工学）の学位を授与する。

１．福祉工学分野及びメカトロニクス分野の高度な専門知識を有し，またその分野の知識を継続して習得す
る能力をもっている。
２．専門分野に関する新たな課題を見つけ出し，その課題を多面的にとらえ整理し，論理的に分析し解決す
る能力をもっている。
３．国内外の専門知識を得るための十分な語学力と情報収集能力をもち，多様化する価値観や科学技術の発
展に対応できる能力をもっている。
４．高度福祉社会を工学的側面からの実現しようとする意志と，自立して研究を進める能力をもっている。
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外国人留学生入試募集要項
１．募集人員

２．出願資格
日本国籍を有しないで，次の要件を満たす者

（１）日本語が理解できる者
（２）次のいずれかに該当する者
（ａ）外国において，学校教育における12年の課程を修了し，日本の大学を卒業した者及び2015年３月ま
でに卒業見込みの者

（ｂ）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより，当該外国の学
校教育における16年の課程を修了した者及び2015年３月までに修了見込みの者

（ｃ）外国において，学校教育における16年の課程を修了した者及び2015年３月までに修了見込みの者
（ｄ）外国において，学校教育における12年の課程を修了し，本学大学院において，個別の入学資格審査
により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，22歳に達した者

（ｅ）本学大学院において，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者
注１．（ｄ）については，短期大学，高等専門学校，専修学校，各種学校の卒業生やその他教育施設

の修了者等であっても，個別の入学資格審査により本学大学院への入学資格を認めることがで
きるとしたものです。これにより出願する者は，2014年６月18日（水）までにあらかじめ学生
支援部入試課に照会してください。

注２．（ｅ）に該当する者については，出願前に入学資格の確認をする必要があるので，2014年６月
18日（水）までに学生支援部入試課に照会してください。

３．出願手続
（１）出願期間

2014年７月22日（火）～７月28日（月）（必着）（土，日を除く）
受付時間は，９時から17時までとします。
郵送の場合は，７月28日（月）必着とします。

注．出願を希望する者は，あらかじめ志望する専攻の希望する指導教員と研究内容について，ご相談
の上，出願してください。

－6－

募集人員講 座コース専 攻

若干名
機械システム機 械機 械 ・ エ ネ ル ギ ー

シ ス テ ム 工 学 専 攻 熱事象学，エネルギー変換システム工学エ ネ ル ギ ー

若干名
制御コミュニケーション，電磁ダイナミクス電 気

電 気 電 子 工 学 専 攻
電子デバイス工学，電子情報システム工学電 子

若干名情報科学基礎，計算機システム，知能システム知能情報システム工学専攻

若干名工業化学基礎，応用生物化学，機能物質化学応 用 化 学 専 攻

若干名環境計画，構造設計建 設 工 学 専 攻

若干名
人間環境工学建 築

福 祉 環 境 工 学 専 攻
人間基礎工学，人間システム工学メカトロニクス



（２）出願書類等
下記の提出書類を，日本語又は英語（注１）で作成してください。
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備 考書 類 名

本学所定の用紙
入 学 志 願 書
履 歴 書
受 験 票
合格通知用住所シール

最終出身学校の学校長が作成したもの。
卒業（修了）証明書又は
卒業（修了）見込証明書
成 績 証 明 書

本人の郵便番号・住所・氏名を明記し，362円分の切手を貼った本学所定の封筒１
枚。（注２）

返 信 用 封 筒
（受験票返送用）

以下のいずれかの方法により本学指定口座に振込んでください。手数料は本人負担です。
A．日本国内から検定料を払込む場合
①金融機関（郵便局を含む）でお支払いの場合
本学所定の振込用紙を用い，必ず窓口でお支払いください。（ATM不可）
お支払い後は「振替払込受付証明書（大学提出用）」を受験票の貼付欄に貼っ
てください。
②コンビニエンスストア（一部）でお支払いの場合
下記のURLから申し込み，受付番号を入手後コンビニエンスストアでお支払い
ください。
お支払い後は「収納証明書（コンビニエンスストアによっては領収書）」を受
験票の貼付欄に貼ってください。

・パソコンからの本学ホームページ（http://www.oita-u.ac.jp）
メニュー→入試情報→入学検定料のコンビニ収納から申込んでください。
・携帯電話からの申し込みURL（https://www.oita-u.net/mobile/）
※フィルタリングサービスをご利用の携帯電話からは
アクセスできないことがあります。
※手数料は本人負担です。
※納付した検定料は返還できません。

B．日本国外から検定料を払込む場合
①「CHG SENDER（払込人負担）」で送金
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

②送金金額：『検定料30,000円』＋『日本の銀行手数料1,500円』＋※【現地銀行
手数料】

③【現地銀行手数料】は，現地振込銀行に確認してください。
現地で振込みをする銀行とは別に，現地の別の銀行の手数料がかかる場合があ
ります。
④下記の要領に従って外国送金してください。
a送金種類：電信送金（TelegraphicTransfer）
b支払方法：通知払（AdviseandPay）
c送金目的：検定料（ApplicationFee）
d送金先
・銀 行 名：大分銀行（THEOITABANK,LTD.）Bankcodeno:0183
・支 店 名：寒田団地支店（SODA-DANCHIBRANCH）Branchcodeno:069
・口 座 番 号：普通預金 5261880（A/CNo.5261880）
・受 取 人：国立大学法人大分大学学長 北野 正剛

（OitaUniversityPresidentKitanoSeigo）
・銀 行 住 所：〒870－1123 大分市大字寒田952－2

（952-2 SodaOazaOita-shi 870-1123 JAPAN）
・スイフトコード：OITAJPJT
・大分大学住所：700DannoharuOita-shi870-1192JAPAN
※送金の際，送金人（Remitter）が出願者本人でない場合は，連絡事項
（Message）に出願者本人の氏名を記入してください。

⑤振込み後は，「外国送金依頼書」の写しを受験票下の貼付欄にはがれないよ
うに糊付けしてください。

入 学 検 定 料 振 替
払込受付証明書等
（30,000円）（注３）

電気電子工学専攻電子コース，知能情報システム工学専攻及び応用化学専攻志願
者のみ提出が必要です。（注４）

英 語 能 力 試 験 の
成 績 証 明 書



（注１）英語文で作成した場合は，和訳を必ず添付してください。
（注２）受信場所が外国の場合は，国際返信切手券３枚を同封してください。
（注３）国費留学生（日本政府から奨学金を支給されている者）は，検定料を免除します。
（注４）英語能力試験の成績証明書については，試験日の２年前から出願までの間に受験した下記のいず

れかの英語能力試験の成績証明書（主催者等の証明印のあるもの）を提出してください。団体特
別受験制度（カレッジTOEICもこれに含まれます）で受験した場合はScoreSheet（コピー不可）
を提出してください。ScoreSheetの原本は複写後，受験票に同封して返却します。なお，下記
の５種類の英語能力試験科目の複数を受験した場合は，各自の判断で有利と思われるものを１つ
選択して提出してください。
・TOEIC(R)（TestofEnglishforInternationalCommunications（公開テスト））
・TOEIC(R)-IP（TestofEnglishforInternationalCommunications－InstitutionalProgram）
・TOEFL(R)-CBT（TestofEnglishasaForeignLanguage－コンピュータテスト）
・TOEFL(R)-PBT（TestofEnglishasaForeignLanguage－ペーパーテスト）
・TOEFL(R)-iBT（TestofEnglishasaForeignLanguage－インターネットテスト）
なおTOEFLの得点は，以下の方法により換算します。
・TOEFL-iBT,TOEFL-CBTの得点はETSのウェブサイトにある換算表によりTOEFL-PBTの得点に換算
する。

（３）出願方法
入学志願者は，必要書類等を一括し，所定の期間内に提出してください。郵送の場合は，本学所定の
封筒を用い，書留速達にしてください。

（４）提出先
〒870－1192 大分市大字旦野原700番地

大分大学学生支援部入試課（TEL097－554－7016）
（５）受験票の交付

提出書類を受理したときは，受験票を送付します。

４．障がいのある者等の事前相談について
本学へ入学を志願する者のうち，障がいのある者等で，受験上及び修学上特別の配慮を必要とする場合
は，2014年７月２日（水）までに，下記の事項を記載して（様式任意），医師の診断書を添え本学学生支
援部入試課に提出してください。
・障がいの種類・程度
・受験の際に特別な配慮を希望する事項
・修学の際に特別な配慮を希望する事項
・日常生活の状況及びその他参考となる事項

５．選抜方法
入学者の選抜は，学力試験，面接試験及び書類等を総合して行います。
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６．試験科目，期日及び場所
各専攻・コースに必要な試験科目を受験しなかった場合は，不合格となります。

（１）学力試験及び面接試験
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面 接
専 門 科 目外 国 語試験科目

日時
専攻 コース ８月20日（水）10時～８月19日（火）13時～８月19日（火）10時～

８月20日（水）
学力試験終了後
に行います。

注１機械力学，材料力学注１熱力学，流体工学日 本 語
英 語

機 械機械・エネルギー
システム工学専攻

電気電子数学
電 子 回 路

電 磁 気 学
電 気 回 路

電 気電気電子工学
専 攻 電 子

８月20日（水）
15時～

注１機械工学，電気工
学の中から１科目選択

注２日 本 語
英 語

メカトロ
ニ ク ス

福祉環境工学
専 攻

面 接
外 国 語専 門 科 目試験科目

日時
専攻 コース

８月20日（水）10時～８月19日（火）13時～８月19日（火）10時～

８月20日（水）
学力試験終了後
に行います。

日本語
英 語

注１材料力学，熱力学，
流体工学，電磁気学，
電気回路，電気機器の
中から３科目選択

工業数学エネルギー機械・エネルギー
システム工学専攻

面 接
専 門 科 目試験科目

日時
専攻

８月19日（火）
13時～８月19日（火）10時～

８月20日（水）
10時～情報数学

情報工学（計算機工学，アルゴリズム論，
ディジタル回路，数理計画論，多変量解
析の５分野の中から４分野を選択）
※科目名は情報工学です。
※※解答する４分野を志願書に下記の要
領で記入してください。出願後の受
験分野の変更はできません。
記載例：①情報工学

（計算機工学）
…
④情報工学
（アルゴリズム論）

知 能 情 報 シ ス テ ム
工 学 専 攻

面 接
専 門 科 目試験科目

日時
専攻 ８月20日（水）10時～８月19日（火）10時～

８月20日（水）
学力試験終了後に行います。

注１無機化学，有機化学，物理化学，分析化学，
生物化学，化学工学，高分子化学の中から４科目
選択

応 用 化 学 専 攻

面 接
専 門 科 目外 国 語試験科目

日時
専攻 コース ８月19日（火）14時～８月19日（火）10時～

８月20日（水）
９時～

注１建築構造学，建築材料学，建築環境工
学，建築計画・都市計画の中から１科目選択注２日 本 語

英 語

建設工学専攻

注１木質構造学，建築音響学，建築計画
学の中から１科目選択建 築福祉環境工学

専 攻



（注１）関数計算機能を持つ電卓の持込みが可能です。ただし，プログラムが組める電卓は不可です。
（注２）外国語については，辞書（電子辞書を含む）の持込みが可能です。

（２）試験会場
大分大学工学部
試験会場及び試験会場への道順は，受験票裏面の案内図を参照してください。

７．合格者発表
2014年８月29日（金）10時
大分大学教養教育棟前の中央掲示板に掲示するとともに，合格者には別途通知します。
また，本学ホームページ（http://www.oita-u.ac.jp/）にも合格者受験番号を掲載します。
なお，電話による合否の照会には応じません。

８．入学手続
（１）提出書類

合格者は，保証書を含む入学手続書類，入学料等を提出してください。（詳細は，合格通知書とと
もに送付する「入学案内」により準備してください。）

（２）納付金
入学料 282,000円
授業料 535,800円（前期分 267,900円 後期分 267,900円）
１．授業料は前期と後期に分けての納付になります。ただし希望により前期分納付の際に後期分も
合わせて１年分を納付することもできます。

２．入学料及び授業料については，免除・徴収猶予・奨学融資の制度があり，申請手続きは入学
料・授業料の納付前に行う必要があります。
詳細については学生・キャリア支援課奨学支援グループ（TEL097－554－7386）までお問い
合わせください。

３．入学料，授業料は改定の可能性があります。在学中に授業料改定が行われた場合には，新授業
料が適用されます。

４．納付した入学料は返還できません。
５．国費外国人留学生については，納付する必要はありません。

９．注意事項
（１）入学志願者から提出された出願書類等に記載されている個人情報については，独立行政法人等の保
有する個人情報の保護に関する法律及び国立大学法人大分大学個人情報保護ポリシーに基づき，入学
者選抜に係る業務・統計処理などの付随する業務以外には利用しません。ただし，入学料・授業料免
除（猶予）及び奨学金を申請した者にあっては，選考資料として利用します。

（２）出願手続後の出願書類の記載変更は認めません。
（３）納付した検定料は，いかなる理由があっても還付しません。
（４）記載事項に虚偽の記入をした者は，入学後でも入学許可を取り消すことがあります。
（５）最初に受験する科目の試験開始時刻の15分前までに各試験室に入室してください。
（６）東日本大震災に関する特別措置（入学検定料等）につきましては，本学ホームページ「東日本大震
災への対応に関する情報」でお知らせします。
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１．Departments,CoursesandtheNumbertobeAdmitted:
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Number

tobe

Admitted

SpecialitiesCoursesDepartments

asmall

numberof

candidates

MachineSystems

Mechanical

Course

MechanicalandEnergy

SystemsEngineering

ThermalScienceandEngineering;

EnergyConversionSystemsEngineering

Energy

Course

asmall

numberof

candidates

ControlCommunication;

ElectromagneticDynamics

Electrical

Course

ElectricalandElectronic

Engineering

ElectronicDeviceEngineering;

ElectronicSystemsandWaveApplications

Electronic

Course

asmall

numberof

candidates

BasicInformationScience;

ComputerSystems;

IntelligentSystems

ComputerScienceand

IntelligentSystems

asmall

numberof

candidates

BasicEngineeringChemistry;

AppliedBiochemistry;

FunctionalMaterialsChemistry

AppliedChemistry

asmall

numberof

candidates

EnvironmentalPlanning;

StructuralDesign

ArchitecturalEngineering

asmall

numberof

candidates

HumanEnvironmentalEngineering

Architectural

Course

Architectureand

Mechatronics

FundamentalHumanEngineering;

HumanSystemEngineering

Mechatronics

Course



２．QualificationsforCandidates:
Candidatesmusthavenon-Japanesenationalityandmeetthefollowingrequirements:

（１）AdequateproficiencyinJapanese.

（２）Oneof⒜，⒝，⒞，⒟and⒠ below:

⒜ Completionof12yearsofschooleducationincountriesotherthanJapanandgraduationor

expectedgraduationbytheendofMarch,2015fromacollegeoruniversityinJapan.

⒝ Candidateswhohavefulfilledtherequirementsof16yearsschoolcurriculumofaforeign

countrybytakingacorrespondencecourseofthatcountryinJapan,orwhoexpecttohavedonesoby

theendofMarch,2015.

⒞ Completionof16yearsofschooleducationortheequivalentincountriesotherthanJapan,or

expectedcompletionbytheendofMarch,2015.

⒟ Candidatesmusthavecompleted12yearsofschooleducationincountriesotherthanJapanand

mustbeatleast22yearsofage．Furthermore,theymusthavereachedacademicstandards

equivalenttothoseofcollegeoruniversitygraduates.

⒠ JudgmentbytheGraduateSchoolofOitaUniversitytohaveequivalentacademicstandardsto

thoseofcollegeoruniversitygraduates.

Notes:

１．Asregardstheitem⒟,theentranceprerequisitesfortheGraduateSchoolofOita

Universityhavebeenpartiallyamendedowingtotheintroductionofthenewrequirementsfor

application:Graduate22oroverfromJapaneseinstitutesforhighereducation-junior

colleges,technicalcolleges,senshugakko(professionalschools),kakushugakko(vocational

schools)andsoforthwillbeeligibletoapplytograduateschoolsonconditionthattheymeet

theapplicationrequirements.Forparticulars,applytotheEntranceExaminationDivision,

OitaUniversitybyJun.18(Wed.),2014.

２．Asregardstheitem⒠,inquiriesmustbemadetotheEntranceExaminationDivision,Oita

University,aboutyourqualificationforbeingacandidateassoonaspossible,atleastby

Jun.18(Wed.),2014.
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３．ApplicationProcedures:
（１）ApplicationPeriod

ApplicationformsmustbesubmittedtotheAdmissionsOfficeduringthefollowingperiod:

fromJul.22(Tue.)toJul.28(Mon.),2014

fromMon.toFri. 9：00a.m.−5：00p.m.

TobereceivedbyJul.28(Mon.)incaseofmailing.

（２）ApplicationDocuments

ThefollowingdocumentswrittenineitherJapaneseorEnglish(SeeNote1.)shouldbesubmitted:,
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Fillintheprescribedforms.

ApplicationforAdmission

PersonalHistory

ExaminationAdmissionCard

AddressSealforNoticesofAcceptance

Officialtranscriptfromthecollege/universityattended

GraduationCertificate

CertifiedAcademicRecord

Writedownyourname,addressandpostcode（zipcode）clearlyand

stick362yen’sworthofstampsontheprescribedenvelope.

SeeNote2.

Self-Addressed, Stamped

Envelope（tobeusedtosenda

examinationadmissioncard）

Therearetwowaysofpayingtheapplicationfeeintotheaccount

designatedbytheuniversity（Eachcandidatehastopayafixed

commissionfeeaswell.）:

A．PaymentwithinJapan

⑴Payingatafinancialinstitution（includingthepostoffice）

Please always pay at the teller by uPlease always pay at the teller by using the universitsing the universityy’’ss

prescribeddepositslip.（Donotuseprescribeddepositslip.（DonotuseanATM.anATM.））Aftermakingthe

payment,pleaseattachthe“ProofofPayment（forSubmissiontothe

University）”tothecorrespondingcolumnontheexamination

admissioncard.

⑵Payingataconveniencestore（selectedstoresonly）

RequestanacceptancecodefromtheURLbelowandpayata

conveniencestore.Aftermakingthepayment,pleaseattachthe

“Proof of Payment（Convenience Store Receipt）”to the

correspondingcolumnontheexaminationadmissioncard.

-TorequestthecodefromaPC,visittheuniversitywebsite（URL:

http://www.oita-u.ac.jp）

Goto:Menu→ Entranceexaminationinformation→ Applicationfee

conveniencestorepayment

-Torequestthecodefromamobilephone,visittheURL

https://www.oita-u.net/mobile/

*Thiswebsitecannotbeaccessedbymobilephonesthatusea

filteringservice.

*Youareresponsibleforpayingthehandlingcharges.

*Applicationfeepaidcannotberefunded.

B．PaymentfromOverseas

①Allbankchargesmustbepaidbythecandidate.

②Amounttotransfer:（¥30,000applicationfee）+（¥1,500Ja（¥30,000applicationfee）+（¥1,500Japanesepanese

bankhandlingcharges）+bankhandlingcharges）+

**

（（localbankhandlingchargeslocalbankhandlingcharges））

③Pleaseverifythelocalbankhandlingchargeswithyourlocal

transferringbank.Somelocalbanksmaychargeseparatehandling

charges.

④Givethefollowinginformationtoyourbank

akindofremittance：TelegraphicTransfer

bmethodofpayment：AdviseandPay

cpurposeofpayment:ApplicationFee

dreceiver

・bankname：THEOITABANK,LTD. Bankcodeno:0183

・branchname：SODA-DANCHIBRANCH Branchcodeno:069

・accountnumber：A/CNo.5261880

・accountholder：OitaUniversityPresidentKitanoSeigo

・bankaddress：952-2SodaOazaOita-shi870-1123JAPAN

・swiftcode：OITAJPJT

・universityaddress：700DannoharuOita-shi870-1192JAPAN

※ Iftheremitterisnotthecandidate,writethenameofthe

candidateinthemessage.

⑤StickthecopyoftheRemittanceApplicationFormonthespace

allottedbelowtheexaminationadmissioncard.

AReceiptoftheApplicationFee

（30,000yen）SeeNote3.

Onlyapplicabletothefollowingdepartments:

DepartmentofElectricalandElectronicEngineering(ElectronicCourse)

DepartmentofComputerScienceandIntelligentSystems

DepartmentofAppliedChemistry

Certificate of English

Proficiency

SeeNote4.



Note1．DocumentswritteninEnglishareaccepted.However,Japanesetranslationmustbeattachedto

them.

Note2．Candidateswhowillreceivethereturnenvelopeabroadhavetoenclosethreeinternational

couponsforreturnpostage.

Note3．ForeignstudentssupportedbyascholarshipfromtheJapaneseGovernmentareexemptfromthe

applicationfee.

Note4．TheCertificatecanonlybevalidwhenofficiallystampedbythetestingcenter.Thetest

musthavebeentakenwithintwoyearsasofthedateofapplication.Theacceptabletests

are:TOEIC(R),TOEIC(R)-IP,TOEFL(R)-CBT,TOEFL(R)-PBT,andTOEFL(R)-iBT.Sendthebest

score,iftakenmorethanonetest.TOEFL-iBTandTOEFL-CBTscoreswillbeconvertedto

TOEFL-PBTaccordingtotheconversiontableshownbyETSontheWeb.Thegrouptestknownas

“CollegeTOEIC”isalsoacceptableonlyiftheoriginalscoresheetissentin.(The

submittedoriginalsheetwillbereturnedtothecandidatetogetherwiththeexamination

admissioncard.)

（３）Application

Alltherequireddocumentsaretobesubmittedwithinagivenperiodoftime.

Whenpostingthem,everycandidatehastousetheprescribedenvelopeandsenditbyregistered

specialdelivery.

（４）AdmissionsOfficeAddress

EntranceExaminationDivision,OitaUniversity

700Dannoharu,Oita870-1192，Japan（TEL＋81-（0）97-554-7016）

（５）Deliveryofexaminationadmissioncard

Onreceiptoftherequireddocuments,theexaminationadmissioncardandreceiptwillbemailed

totheapplicant.

４．PriorArrangementwithPhysicallyHandicappedCandidatesorOtherCandidateswithDisabilities:
Specialconsiderationwill,ifpossible,begiventothecandidateswithdifficultiesinsitting

fortheentranceexaminationandinattendinglecturesattheuniversity.Thepersonsinquestion

oughttosubmitamedicalcertificate(inJapaneseorEnglish)＊ asregardsthefollowing⒜,⒝,⒞

and⒟totheEntranceExaminationDivision,OitaUniversitybyJul.2(Wed.),2014：

⒜ typeofdisabilityandhandicaplevel;

⒝ specialsupportneededtositfortheentranceexamination;

⒞ specialsupportneededtoattendlecturesattheuniversity;

⒟ obstaclesindailylifeandotherproblems.

＊Theformisnotfixed.

５．Screening:
Thescreeningforadmissionwillbemadeonthebasisoftheresultsoftheexamination,the

interview,andthesubmitteddocuments.
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６．ExaminationSubjects,DateandPlace:
Thecandidatesareexpectedtotakealltherequiredsubjects.Iffailed，noacceptancewillbe

granted.

（１） ExaminationandInterview

－15－

Interview

MajorSubjects

Foreign

Languages

ExamSubjects

Date&Time

Departments Courses

Aug.20（Wed.）

10a.m.～

Aug.19（Tue.）

1p.m.～

Aug.19

（Tue.）

10a.m.～

Aug.20

（Wed.）

Afterthe

written

Exam

DynamicsofMachinery;

StrengthofMaterials

SeeNote1.

Thermodynamics;

FluidEngineering

SeeNote1.

Japanese

and

English

Mechanical

Mechanical

andEnergy

Systems

Engineering

MathematicsforElectrical

andElectronicEngineering;

ElectronicCircuits

Electromagnetics;

ElectricCircuits

Electrical

Electricaland

Electronic

Engineering

Electronic

Aug.20

（Wed.）

3p.m.～

MechanicalEngineering;

ElectricalEngineering;

（Select one subject

fromtheabove.）

SeeNote1.

Japanese

and

English

SeeNote2.

Mechatronics

Architecture

and

Mechatronics
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Interview

Foreign

Languages

MajorSubjects
ExamSubjects

Date&Time

DepartmentsCourses

Aug.20(Wed.)

10a.m.～

Aug.19(Tue.)

1p.m.～

Aug.19(Tue.)

10a.m.～

Aug.20

（Wed.）

Afterthe

written

Exam

Japanese

and

English

StrengthofMaterials;

Thermodynamics;

FluidEngineering;

Electromagnetics;

ElectricCircuits;

ElectricalMachinery

(Selectthreesubjects

fromtheabove.)

SeeNote1.

Engineering

Mathematics

Energy

Mechanical

andEnergy

Systems

Engineering

Interview

MajorSubjects
ExamSubjects

Date&Time

Departments

Aug.19（Tue.）

1p.m.～

Aug.19（Tue.）10a.m.～

Aug.20

（Wed.）

10a.m.～

Mathematicsfor

ComputerScience

Computer and Information Science

(Selectfouroutofthefollowing

fivefields:ComputerArchitecture,

ComputerAlgorithms,DigitalCircuits,

MathematicalProgramming,Multivariate

Analysis)

ateAnalysis)

※:Thesubjectnameofthe

examinationisComputerand

InformationScience.

※※:Applicantsmustspecifyfour

fieldsontheapplicationform.

Theselectedfieldsatthe

submissionoftheapplication

formmustnotbealtered.

Writethesubjectnameand

fieldwithparentheses：For

example,

①ComputerandInformationScience

(ComputerArchitecture)，

…

④ComputerandInformationScience

(ComputerAlgorithms)．

Computer Science and

Intelligent Systems

Interview

MajorSubjects
ExamSubjects

Date&Time

Departments

Aug.20（Wed.）

10a.m.～

Aug.19（Tue.）

10a.m.～

Aug.20(Wed.)

Afterthe

writtenExam

InorganicChemistry;OrganicChemistry;Physical

Chemistry;AnalyticalChemistry;Biochemistry;

ChemicalEngineering;PolymerChemistry

（Selectfoursubjectsfromtheabove.）SeeNote1.

AppliedChemistry



Note1．Candidatesareallowedtouseanelectroniccalculatorwhichhassimplefunction

capabilitiesbutdoesnothaveprogrammingcapabilities.

Note2．Candidatesareallowedtousedictionaries(includingelectronicones).

（２）PlaceofExamination

FacultyofEngineering,OitaUniversity

（Seetheguidemaponthebackofexaminationadmissioncard．）

７．AnnouncementofResults:
DateofAnnouncement:Aug.29(Fri.),2014(10：00a.m.）

TheresultsofscreeningwillbepostedonthecentralnoticeboardtotheLiberal-ArtsEducation

Buildingonthecampusandwillbemailedtoeachoneofthecandidates.

Theresultswillalsobeannouncedontheuniversity’shomepage(http://www.oita-u.ac.jp/);

however,telephoneinquiriesaboutthemwillnotberespondedto.
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Interview

MajorSubjects

Foreign

Languages

ExamSubjects

Date&Time

Departments Courses

Aug.19（Tue.）2p.m.～

Aug.19

（Tue.）

10a.m.～

Aug.20

（Wed.）

９a.m.～

StructuralEngineering;

BuildingMaterials;

ArchitecturalEnvironmentalEngineering;

ArchitecturalPlanning&CityPlanning

（Selectonesubjectfromtheabove.）

SeeNote1.

Japanese

and

English

SeeNote2.

Architectural

Engineering

TimberEngineeringinArchitecture;

ArchitecturalAcoustics;

ArchitecturalPlanning

（Selectonesubjectfromtheabove.）

SeeNote1.

Architectural

Architecture

and

Mechatronics



８．EntranceProcedures:
（１）DocumentstobeSubmitted

Eachofthesuccessfulcandidatesisrequiredtosubmitseveraldocumentsincludingawritten

guarantee,andtopayanadmissionfee,etc．（Forfurtherdetailsseethe“Admission Guidance

Pamphlet”enclosedwithanacceptanceletter.）

（２）PaymentofFees

Admissionfee￥282,000.

Tuition ￥535,800annually.

￥267,900forthefirstsemester

￥267,900forthesecondsemester

1．Paymentoftuitionisdividedbetweenthefirstandsecondsemesters.However,ifdesired,

thefullyear’spaymentcanbemadewhenpayingforthefirstsemester.

2．Exemptions,deferredpayments,orscholarshiploanscanbeavailedforthepaymentof

admissionfeeandtuition.Applicationproceduresmustbecommencedpriortopayingfor

admissionfeeandtuition.Fordetails,pleasecontacttheStudentandCareerAssistance

Division’sScholarshipSupportGroup(TEL＋81-（0）97-554-7386).

3．Admissionfeeandtuitionaresubjecttochange.Iftuitionisrevisedwhileyouareenrolled,

thenewrateoftuitionshallapply.

4．Feespaidcannotberefunded.

5．JapaneseGovernmentScholarshipStudentsareexemptfromthepayment.

９．Notes:
（１）InaccordancewiththeActforProtectionofPersonalDataHeldbyAdministrativeOrgansandwith

theOitaUniversity’sPolicyonProtectionofPersonalData,thepersonaldatawritteninthe

submitteddocumentswillbeusedonlyasmaterialsforentranceexaminationaffairsincludinga

screeningofcandidatesforscholarshipsandforexemptionfromtheadmissionfee（orfor

postponementofpaymentofthem）.

（２）Candidatesarenottorewritethecontentsofsubmitteddocumentsaftercompletingapplication

procedures.

（３）Theapplicationfeeisnotrefundableinanycase.

（４）Iffalsedescriptionsarefoundoutinthesubmitteddocuments,admissiontotheuniversitywill

berevokedatanytime.

（５）Candidatesaretoentertheirrespectiveexaminationroomsby15minutesbeforetheirfirst

examinationstarts.

（６） Information regarding special measures related to the Tohoku Earthquake (concerning

applicationfee,etc.)shallbepostedonthe“InformationontheResponsetotheTohoku

Earthquake”sectionoftheuniversitywebsite.
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